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技術力総動員で高品質な外装を実現

オンとオフがつながるサードプレイス体現

三菱地所株式会社
再開発事業部長　

吉田　誉

設計コンセプト

都市の二面性をデザインに反映
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（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　３月１６日　（木曜日）

■物　件　名　称：３rd MINAMI AOYAMA
■工　事　場　所：東京都港区南青山３丁目１－
■建　築　主：三菱地所株式会社
■敷　地　面　積：約，．㎡
■延　床　面　積：約，．㎡
■階　　　数：地下１階地上階
■構　　　造：Ｓ・ＳＲＣ造
■設計・監理：株式会社三菱地所設計
■施　　　工：鹿島建設株式会社
■工　　　期：年１月日～年２月日

写真提供：西川公朗

アウターバルコニー

インナーバルコニー ポケットパーク

　本計画は青山通りに面する敷地の一角で店舗を含む地上ｍのオフィスビ
ルを新築する工事です。立地条件を良く理解して近隣への配慮を徹底し、施
主・設計監理者と一丸でメンテナンス性に優れた高品質な建物を完成させる
ことを基本方針としました。工事中の安全施工と災害防止を継続するために
は当社、協力会社、職長が現場のルールを正しく理解し、それぞれの役割を
着実に実践していくことが何よりも重要だと考えています。一方的な指示・
周知ではなく常に相互の理解・納得を確認しながら、現場が一丸となれる雰
囲気づくりに努めました。

　現場は敷地の大半が近接建物に囲まれ、さまざまな制限があり、作業ヤー
ドに余裕がありませんでした。そのため、地下解体・掘削と地下躯体工事で
使用する乗り入れ構台などの仮設計画については、入念に検討・協議を重ね
ました。また、工事中の物流動線については鉄骨・躯体系資材は東側、仕上
げ系資材は青山通り側に分割して設けるなど、周辺道路への影響低減のため、
日々細心の注意を払いながら計画通りに工事を進めて参りました。
　本建物は青山通りに面する西側と西麻布方面を望む東側の大きな凹凸があ
るアルミカーテンウォールが特徴です。金、銀、銅色基調の燻（いぶ）した
ような雰囲気を醸し出す特殊塗装が施されています。外装工事にあたっては
設計監理者指導の下で、当社技術力を総動員して、意匠性を確保しながら耐
久性、止水性、メンテナンス性に優れた外装に仕上げました。また工事期間
中はＢＩＭやＡＲ、ＶＲなどさまざまなデジタル技術を活用し、生産性向上
を図りました。
　無事に完成を迎えることができ、ご尽力いただいた全ての工事関係者さま
に深く感謝申し上げます。

鹿島建設株式会社　東京建築支店　所長　吉居　崇

エントランス

事務室

ルーフトップテラス

　三菱地所が東京都港区で開発を進めていたオフィス
ビル「３rd MINAMI  AOYAMA」が竣工した。
階建ての建物は１階を商業店舗、２階から階を事務
所で構成。東京メトロ銀座線外苑前駅から徒歩３分、
銀座線・半蔵門線・千代田線表参道駅から徒歩６分に
位置する。外気を感じられるアウターバルコニーや開
放感あふれるインナーバルコニー、テナント専用の
「ルーフトップテラス」などを設置し、多様な働き方
に対応したワークスペースを提供する。設計は三菱地
所設計、施工は鹿島がそれぞれ担当した。

　年１月より建設を進めておりました「（仮称）南
青山三丁目計画」は、先月２月日に竣工しました。無
事竣工を迎えられましたのも、工事期間中ご理解・ご協
力を賜りました近隣の皆さまをはじめ、施工においてご
尽力くださいました鹿島建設株式会社、および本開発事
業推進にお力添えくださいました関係者皆さまのおかげ
であり、心より御礼申し上げます。

　本物件は、個性に富む感度の高いワーカーが集う青山
の中でも、青山通りと外苑西通りの交差点・南青山三丁
目に位置し、人・街・文化が混ざり合う青山の新たな拠
点となることをコンセプトに計画を進めて参りました。
ただ働く場所としてのオフィスではなく、バルコニーや
ルーフトップテラス、緑豊かなポケットパークを取り入
れ、既存の働き方に捉われない、オンとオフがシームレ
スにつながる「サードプレイス」を体現するという思い
を込めて、物件名称を「３rd MINAMI AOYAMA」に
決定いたしました。また、１階には商業店舗を配置し、
街のにぎわい創出にも寄与しています。
　当社は、本計画を通じて、新たな働き方の実現をサポー
トするとともに、青山エリアに新たな人の流れ・交流を
生み出すことで、同エリアのさらなる魅力向上に貢献し
てまいります。

　計画敷地は、青山通りと外苑西通りに面して商業地域
・近隣商業地域・第２種住居地域をまたいで位置してい
ます。大規模再開発が進む青山通りのかたわら、一本小
路へ入ると住宅地のスケール感を持つ街区構造により、
ブティック、庭先の植栽等、まちの小刻みなシークエン
スを楽しめます。表通り（都市スケール）と小路（ヒュー
マンスケール）により生まれる都市の二面性こそが本敷
地が持つ魅力と捉え、これを引き出す計画としました。

　設計においては、「港区東京都市計画高度地区の絶対
高さ制限の特例に係る許可」を受け、第２種住居地域の
絶対高さ制限値ｍを、青山通りと同様のｍまで引き
上げました。敷地奥に緑豊かなポケットパークや、青山
通りと外苑西通りをつなぐ小路のような貫通通路を整備
し、南青山三丁目交差点を中心とする回遊性へ発展する
ような、歩いて楽しいまちづくりを目指しました。
　２～３層吹き抜けのアウターバルコニーは、ダイナミ
ックな青山通りの都市スケールと呼応しながら、そこで
過ごす人々のアクティビティを都市に映し出します。併
設するインナーバルコニーは、水平突出窓の開閉により
内部にいながら自然風を感じられる空間となります。両
者は従来のワークスペースの余白空間として機能し、多
様な働き方を創出します。
　株式会社三菱地所設計

　建築設計一部　チーフアーキテクト　本田輝明

竣工３rd MINAMI AOYAMA


